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注） ：1番目の項目 ：2番目の項目 ：3番目の項目

総合 製造業 卸売業 小売業 サービス業 建設業 不動産業

分からない

原材料・仕入製品価格
燃料費・電気代
人件費の上昇
業界内の景気

人手不足

新型コロナウイルス感染症
事業承継者の有無

デジタル（ＩＴ／ＩＯＴ／ＡＩ）の進展
リニア中央新幹線に関係する事業

その他

物流コストの上昇
個人消費
為替相場
海外情勢

新事業・新商品・新サービスの開発（開始）

製品・サービスへの価格転嫁

［ 業 種 別 ］

注） ：1番目の項目

総合 製造業 卸売業 小売業 サービス業 建設業 不動産業［ 業 種 別 ］
既に上向いている

3ヶ月以内
半年以内

１年以内には
２年後
３年後
３年超

見通しが分からない

注） ：1番目の項目

総合 製造業 卸売業 小売業 サービス業 建設業 不動産業

分からない

増加　　　小計

減少　　　小計

［ 業 種 別 ］
３０％以上の増加

２０％以上３０％未満の増加
１０％以上２０％未満の増加

１０％未満の増加

変化なし
１０％未満の減少

１０％以上２０％未満の減少
２０％以上３０％未満の減少

３０％以上の減少

【【問問 33】】22002233年年のの自自社社のの売売上上額額はは、、22002222年年とと比比べべてて、、どどののよよううなな見見通通ししををおお持持ちちでですすかか  ??              
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
   
【【問問 44】】自自社社のの業業況況がが上上向向くく時時期期ははいいつつ頃頃ににななるるととおお考考ええでですすかか  ??                                            
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
【【問問 55】】今今後後、、自自社社のの業業況況にに影影響響をを与与ええるる事事柄柄はは何何だだととおお考考ええでですすかか  ??                          （（複複数数回回答答））  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
      
  
  
  
  
  
  

［［  総総  合合  ］］  

［［  総総  合合  ］］  

 2023年の自社の売上額の増減は、増加（44.6％）が減
少（29.2％）よりも 15.4ポイント高かった。 

自社の業況が上向く時期では、「見通しが分からない」

（46.2％）が最も高いものの、「既に上向いている」を
含め、1年以内に上向くとの見通しが 44.7％となった。 

［［  総総  合合  ］］  

 自社の業況に影響を与える事柄は、「原材料・仕入製品価格」（58.8％）が最も高く 5 割を超えた。次い
で、「燃料費・電気代」（44.1％）、「人件費の上昇」（36.3％）、「業界内の景気」（35.1％）、「人手不足」（32.7％）
が 3割を超えた。 
 業種別では、「原材料・仕入製品価格」が卸売業（75.5％）、建設業（70.3％）、小売業（64.4％）、製造
業（63.7％）で 6割を超えた。また、サービス業では「人手不足」（43.1％）が最も高く、不動産業では「個
人消費」（44.4％）が最も高かった。 

お客さまからのメッセージお客さまからのメッセージ

杉浦製陶株式会社
林 　 航 （はやし　わたる）

〒507-0901　岐阜県多治見市笠原町９９５番地１０２

TEL  0 5 7 2 ｰ 4 3 ｰ 2 1 1 1 （ 代 表 ） 　 FAX　0 5 7 2 ｰ 4 3 ｰ 2 1 1 8

１９５８年１１月

１，８００万円

９０名

磁器質タイル製造販売

補修用タイル製造販売

セラミック雑貨製造販売

委託焼成加工業

貸倉庫業

※【土と炎と美】とは、「土と炎の街多治見市で、美しさを追求したものづくりを通して、豊かで幸せな社会

　をつくり続ける」という当社のミッションです。

代表取締役社長

（笠原支店お取引先）

＜会社概要＞
所 在 地

設 立

資 本 金

従 業 員 数

業 務 内 容

土
炎
美

土と炎と美
私たちは土と炎の街、多治見市で
美しさを追求したものづくりを通して、
豊かで幸せな社会をつくり続けます。
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ー御社の概要をお聞かせください。
　当社は１９５０年、私の祖父が、多治見市滝呂町で

モザイクタイルの製造を個人で始めたのが出発点で

す。１９５８年に株式会社杉浦製陶所を設立、１９６

６年には土岐郡笠原町（現 多治見市笠原町）に製土工

場を新設するとともに、滝呂町にあった工場すべてを

笠原町に移転統合しました。１９８１年には事業の拡

大に伴い杉浦製陶販売株式会社を設立、１９９５年に

杉浦製陶株式会社に改称して現在に至っています。

　事業内容は、磁器質タイル、補修用タイル、セラ

ミック雑貨の製造販売、委託焼成加工業、貸倉庫業な

どを行っています。タイルを作る全ての生産工程にこ

だわり続け、技術と知識を蓄積し、今できる最高の品

質と形状、機能、色、デザインを提供できるタイル

メーカーを目指しています。

ー昨年新しく策定されたミッションについてお聞か
せください。
　「土と炎と美」というスローガンのもと、「私たち

は土と炎の街多治見市で、美しさを追求したものづく

りを通して、豊かで幸せな社会をつくり続けます。」

というミッションを新たに策定しました。

　スローガンの『土』『炎』『美』にはそれぞれ意味

があります。『土』とは、窯業の原料を表すととも

に、技術の蓄積、伝承、地場産業を表しています。

『炎』とは、焼成の火力を表すとともに、情熱や多様

性、成長、広がり、変化を表しています。『美』と

は、製品の完成度を表すとともに、人々の心の美し

さ、幸せを表しています。

　私たちの街多治見市の貴重な資源（財産）である

『土』と『炎』で美しいタイルを作ることによって地

場産業を盛り上げられるように、まずはスタッフに説

明会を行い、考え方を浸透させているところです。

ー御社の強みを教えてください。
　ほとんどの国内タイルメーカーは製造工程を分業化

していますが、当社は全ての工程を自社工場で行う一

貫生産体制を持っています。ですから、タイルの決め

手となる「色」、「形」、「性能」、「作業性」の全

てを追求したタイルを自社内で研究、開発して製造す

ることが可能です。タイルは空間を彩る装飾品ですか

ら、その時代に合った流行や傾向もあります。そこで

当社は、社内に試作工房を持ち、自社デザイナーが、

常に時代の変化に敏感かつ迅速に対応した新しいデザ

インにチャレンジしています。

　また、タイルには内装・外装、壁床、施釉・無釉、

吸水性の違い、形状の大小など様々な種類があり、工

場によって生産出来るものが違いますが、当社は３万

坪の敷地内に、幅広くほとんどのタイルを生産できる

工場を保有しています。

ーお客さまのご要望に対して柔軟な対応ができるの
ですね。
　当社では小ロット用の工場と通常ロットの工場を操

業しているため、お客さまのご要望のロット数に対し

　今回のお客さまからのメッセージは、多治見
市に本社がある杉浦製陶株式会社の代表取締役
社長、林　航（はやし　わたる）氏です。今年
で創業７４年を迎えられた同社は、金型の製
造、製造設備の改良・修繕、釉薬の製造、原料
の製造、タイル貼り、加工梱包を全て自社対応
できる国内有数のタイルメーカーです。
　今回は現在の取組と、今後の事業展開につい
て伺いました。

本社外観

ミッション 代表取締役社長　林　航氏

message from a client

て迅速な納品が可能です。

　特に小ロット用の工場は、ビルやマンションの補修

用タイルの生産に重宝されています。ビルやマンショ

ンの外壁タイルは、法定点検による部分的なタイルの

張り替え需要に対応する必要があるため、小ロットで

周囲のタイルと同じ色のタイルが求められます。当社

であれば、色合わせを行い、一部補修で使っても違和

感を覚えない新たなタイルを、ご要望のロット数で迅

速に納品することができます。

ー２０１８年からはセラミック雑貨の製造販売を開
始していますね。
　タイルは年々使われる量が減少していますが、優
れた建材であるため「タイルに馴染みのない方に、
タイルの良さを知ってもらいたい」という想いか
ら、「ＳＵＧＹ（スギー）」という雑貨ブランドを
立ち上げました。生活に取り入れやすい雑貨という
ジャンルで、一般の方々にもタイルの良さを知って
いただきたいと考えています。
ータイルの需要喚起につながりますね。
　タイルの需要喚起だけでなく、当社の知名度を上げ
ることにもつながっています。タイルの裏面には当社
の社名があるのですが、貼ってしまうと見えなくなっ
てしまいます。でも雑貨という形であれば、製品に触
れることで裏面の当社の社名も知ってもらえます。こ
れは予想もしていなかった副産物なのですが、大学時
代に「ＳＵＧＹ」の雑貨をプレゼントされた学生さん
が、雑貨から当社を知って入社してくれた、というこ
とがありました。また、インターンシップで東北の大
学から参加をしてくれた学生さんが、当社を知った
きっかけも雑貨でした。
ー人手不足の時代に素晴らしいですね。人材育成
に関してはいかがでしょうか。

　以前からスタッフへの研修は随時行っていたのです
が、昨年から年間スケジュールを組んで、本格的な人
材育成に取り組んでいます。ここ数年は毎年新卒採用
を行い、若手社員の数も増えてきているため、キャリ
ア形成に役立つよう、入社１年目研修、入社３年目研
修というように、職場での階層別に受ける研修を設け
ようと考えています。加えて、人事考課制度の導入も
検討しています。スタッフの数が増えてくると、私ひ
とりで全員を評価することは困難になります。公正な
評価を行うためにも、時間をかけてしっかりとした評
価制度を策定する予定です。
ー今後の展望についてお聞かせください。
　当社の焼成は全て天然ガスを使用しています。天
然ガスは他の燃料より二酸化炭素の排出量が少な
く、環境負荷も他の燃料に比べて大幅に少ない熱源
ですが、ヨーロッパでは電気や水素で焼く窯が検討
されています。日本でも電気窯を利用しているタイ
ルメーカーが若干ありますが、大量生産に向いてい
ない等の課題があります。今後、脱炭素が業界の課
題になってくることが予測されるので、当社でも、
二酸化炭素排出量に関するセミナー等へ参加して、
まずは排出量の計測を行おうと考えています。

　
　他には、受託焼成加工にも重点を置くつもりです。
当社は３０年以上前から焼成加工に取り組んできた実
績と技術がありますので、安定した品質で焼成加工が
できます。時々、焼成をすることによる不用品の再利
用や、企業から焼成による成分の試験研究の問い合わ
せがありますので、地球環境問題や廃棄物の資源化に
取り組んでいる当社にとって、このジャンルもいずれ
は事業の柱になればと考えています。
　今後も新しく策定したミッションとともに、多治
見という街で地場産業を盛り上げ、持続可能な社会
の形成に取り組んでいきたいと考えています。
ー今後のご活躍を楽しみにしております。本日は
お話をありがとうございました。

インタビュー風景

message from a client

タイル雑貨
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まずは排出量の計測を行おうと考えています。

　
　他には、受託焼成加工にも重点を置くつもりです。
当社は３０年以上前から焼成加工に取り組んできた実
績と技術がありますので、安定した品質で焼成加工が
できます。時々、焼成をすることによる不用品の再利
用や、企業から焼成による成分の試験研究の問い合わ
せがありますので、地球環境問題や廃棄物の資源化に
取り組んでいる当社にとって、このジャンルもいずれ
は事業の柱になればと考えています。
　今後も新しく策定したミッションとともに、多治
見という街で地場産業を盛り上げ、持続可能な社会
の形成に取り組んでいきたいと考えています。
ー今後のご活躍を楽しみにしております。本日は
お話をありがとうございました。

インタビュー風景

message from a client

タイル雑貨
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タイルの色見本

社名ロゴ

杉浦製陶株式会社

【杉浦製陶株式会社へのお問い合わせ】

までお気軽にどうぞ。

〒507-0901　岐阜県多治見市笠原町 995 番地 102
Tel　0 5 7 2 - 4 3 - 2 1 1 1 （ 代 表 ）
Fax  0 5 7 2 - 4 3 - 2 1 1 8
＜ホームページ＞　www.sugy.jp

編集記

message from a client

インタビューさせていただいたお部屋には、

数多くのタイルの色見本や、タイルの商品

サンプルが揃っていました。多治見の地場

産業であるタイルを、会社の色々な所で

目にすることができ、地域に根差した会社

だと感じました。
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